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ことにもつながっている。 

 

写真 2-17．１階南面のガラスにフィルムを取り付け 

 

３３．．おおわわりりにに 

繰り返しになるが、今回のリニューアル工事は、1989

（平成元）年の当館開館以来、35年目にして初めての

展示場以外の施設面にも総合的に手を入れた工事で

ある。 

今回のリニューアルに掲げた目標の中に来館者に

対する快適空間の提供というものがある。 

そこでは、 

① 長時間の利用に快適な安全・安心・上質な空
間の提供   

② 高齢者・乳幼児・障がい者・外国人にもやさし
い設計  

③ 共用・便益施設等附帯設備の充実による利用
者満足度の向上  

を達成することが重要であった。そのためには当館の

開館時から、また時代の要請とともに対策が求められ

るようになった、 

・正面玄関を入っても、どこで観覧チケットを買え 

 ばよいのか分からない 

・展示場やプラネタリウムの入口が分からない 

・ミュージアムショップの狭隘さ 

・エスカレーターの安全面  

・館内の防犯体制の弱さ 

・案内情報の整理  

等の問題に対して、改善が必要となった。 

 

また、展示場４階で行ってきた企画展を開催するスペ

ースが狭いことの改善、さらに今回のリニューアルで目

指した 

「コミュニケーション」  

「コミュニティの参加」  

「体験の提供」  

を図るべく、館職員・ボランティア・協同事業者が来

館者と「交流」「対話」「コミュニケーション」を図れる環

境を展示場１階に構築することができた。 

その展示場１階「みんなのサイエンス・ラボ」では、

今回のリニューアルによってハード面は充実したものの、

継続して運用していくソフト面としてはまだまだ試行錯

誤が必要であると考えている。リニューアルオープン後、

企画展に関連したミニワークショップやサイエンスガイド

によるミニ実演ショーなどを不定期で開催し、利用者

の反応や要望を見聞きしながら、運用方法を模索して

いるところである。 

また、館内の動線に関しては、リニューアル前よりも

すっきり分かりやすくなった、という声が聞こえている。 

チケットカウンターや展示場入口で迷う人はほとんど

見かけなくなったが、一方で展示場の出口やプラネタ

リウムの場所が分からないという声もある。これらは、館

内サインの見直しや新たに設置するなどの対策が必

要であると感じている。 

 

 

[1]大阪市立科学館研究報告 33, 77-82(2023) 

[2]画像提供：丹青社 撮影：フォワードストローク 
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大阪市立科学館の VI（ヴィジュアル・アイデンティティ） 

設定と展開について 

 

 

竹 浦  雅 美 ＊, 永 原  達 哉 ＊, 渡 部  義 弥 ＊ 

 

 

 

概 要 

 

 

展示改装に先立ち 2022(令和４)年度に、大阪市立科学館の VI（ヴィジュアル・アイデンティティ）の検討を行い、

シンボルとしてふさわしいロゴマークを設定した。ロゴマークはシンボルマークと館名ロゴタイプのセットからなる。本

稿では、その設定の経緯と展開について報告する。 

 

１１．．ははじじめめにに    

これまで館名を記す際に、さまざまなフォントが使用

されており、館内表示や広報物等において統一されて

いなかった。 

そこで、大阪市立科学館展示改装基本計画[1]に

基づき、展示改装を機に、VI（ヴィジュアル・アイデンテ

ィティ）の検討を行い、大阪市立科学館のシンボルとし

てふさわしいロゴマークと館名ロゴタイプ（文字列）をセ

ットで定めロゴマークとした。それらを核として大阪市立

科学館を視覚的に統一的なイメージで現すことによる

ブランディングを進めることとした。 

このVIの検討は、大阪市立科学館と大阪市立科学

館展示場等改修業務委託事業者である株式会社丹

青社が共同で行った。当初は丹青社の提案をベース

に検討したが、最終的には大阪市立科学館が職員の

アンケートやブレインストーミングを経て案、考え方を示

し、それを丹青社がデザインワークで形にしていき、両

者のディスカッションでブラッシュアップしていくという方

法で行った。その結果が最終案となっている。  

本稿では、VI 設定の経緯と展開について報告する。 

 

２２．．ロロゴゴママーーククのの設設定定  

ロゴマークは VI に含まれる一つの要素であり、ロゴ

マーク単体で考えるのではなく、館内サインや広報ツ

 
  *大阪市立科学館 

ール、グッズなど、他の要素への展開も含めて検討す

る必要がある。 

  当館では、基本形として３種類のロゴマークを定めた。

用途に応じて、様々な形状のスペースに使用できるよ

う、縦組み、横組み、正方形に近い形状を設定するこ

ととした。 

  

 

     

図１．ロゴマーク（基本形） 
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ロゴマークを構成する要素として、シンボルマークと

ロゴタイプがある。それぞれ詳細は事項のとおりである。 

 

３３．．シシンンボボルルママーーククのの設設定定  

 シンボルマークの設定においては、類似したものがな

いことはもちろん、大阪市立科学館の事業目的に合致

したものである必要がある。  

2022(令和４)年 10 月から株式会社 丹青社とデザ

インの検討を開始し、複数の候補が挙がった中から職

員へのアンケートも実施した結果、モチーフがわかりや

すく、モーション（動的要素）として使用するなど展開

のバリエーションから、2023(令和５)年３月、図２のデザ

インを採用した。 

シンボル決定にあたっては、モノクロ印刷においても

視認しやすいものとするなど、実用面も考慮した。 

 

図２．シンボルマーク(基本形) 

 

シンボルマークの当初のデザインコンセプトは以下

のとおりである。 

 

ア）前身が日本初の科学館である「大阪市立電気科

学館」であることなど、科学館としての伝統を感じられる

ものとする 

イ）宇宙・天文、物理、化学、気象、科学技術等、展

示や活動で扱っているテーマ、つまり科学的探求の対

象を想起できるものとする 

ウ）科学の発展に不可欠な人間の探究心の象徴とし

て望遠鏡をモチーフとし、広く現象を観察するという科

学に対する基本的行動を表すものとする 

エ）館の英名である“Osaka Science Museum”の“O”、

“Sci”、“M”をマークに取り込み、大阪市立科学館であ

ることを主張できるようにする 

 

 このうち、ア）については、シンボルマークでは表現で

きなかったため、次に述べるロゴタイプにて表現するこ

とになった。 

なお、今回設定したシンボルマークは特許庁へ商標

登録の申請を行い、2024(令和６)年４月８日に登録さ

れた。 

４４．．ロロゴゴタタイイププのの設設定定  

本節では、新しいロゴタイプのデザインとその設定の

経緯について述べる。 

新しいロゴタイプ（日本語、英語）は図３のとおりであ

る。 

図３．今回設定したロゴタイプ 

 

４４－－11．．ロロゴゴタタイイププのの概概説説・・意意味味  

新しいロゴタイプは、日本語のものを作った後に、英

語のものを定めた。英語は、日本語のロゴタイプやシン

ボルマークと組み合わせた時のバランスを考えて設定

している。一方、日本語のロゴタイプは宋朝体を模した

書体を採用した。これは、1937（昭和 12）年に開館し

た大阪市立科学館の前身、大阪市立電気科学館の

看板の書体（宋朝体）をベースとしたもので、日本初の

科学館である大阪市立電気科学館の歴史を継承し、

科学教育・普及、市民の科学文化の拠点としての伝

統を持つことを表現した。リニューアルにさいして大阪

市立電気科学館の展示や同館の設置と同時に公開

された日本初のプラネタリウムで使われた投影機カー

ルツアイス II 型をシンボリックに展示しはじめたリニュー

アルにおける展開ともマッチさせたものである。シンボ

ルマークは活発な未来志向、ロゴタイプは伝統の継承

と蓄積をイメージしやすいものとすることで、目を引く、

シンボルとなるといったロゴデザインの基本的な役割と

同時に、大阪市立科学館の位置づけを対外的にアピ

ールしやすいデザインとなっている。 

  

４４－－２２．．ロロゴゴタタイイププのの検検討討。。シシンンボボルルママーーククのの付付属属かからら

独独自自のの価価値値をを持持つつももののへへ 

ロゴタイプの検討は当初、シンボルマークに従属す

る形でスタートした、シンボルマーク案が絞られた時点

で、あわせてシンボルマークにバランスがよいフォントを

変形し選び日本語の「大阪市立科学館」を作字し、あ

わせてそこにマッチする英語の「 OSAKA SCIENCE 

MUSEUM」をはめ込むという形にしていた。 

 当初、シンボルマークとロゴタイプは一体でのみ使用

するということ、個性はシンボルマークで出すという考え

がデザインワーク担当にあり、この形式での検討が進

められた。 

 しかしながら、シンボルマークがモダンな未来志向と

なる方向が明確になるなかで、大阪市立科学館の伝
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統や歴史をどこかで表現したい、特に前身となる日本

初の科学館・プラネタリウム館である大阪市立電気科

学館からの継承を表現したいという思いも職員の中で

ふくらんでいた。 

 シンボルマークでそれを入れ込むことは難しい中で、

事務所内でのブレインストーミングをする中で、「大阪

市立電気科学館」のロゴタイプを流用するという案が

登場した。すなわち、電気を取ることで「大阪市立科学

館」となるというアイデアである。 

その下敷きを探る中で、正面玄関の表札（図４）が

大きく文字が出ていることがわかり、これを利用するア

イデアが職員間での賛同として広がった。 

 

図４．大阪市立電気科学館の玄関看板 

  

問題は、このロゴタイプをどう現在の大阪市立科学館

のロゴタイプに着地させるかである。 

当初丹青社のデザインワークでは「宋朝体の近いも

のをもってきてアレンジする」ものであった。しかし、比

べるところ字は似ていても違うものとしか見えなかった。

そこで、大阪市立科学館としては、大阪市立電気科学

館の看板のフォントをトレースするという要請を強く行っ

た。ただし、「学」や「館」が旧字体であるため、これらに

ついては、書体の要素を保ちつつ現在の字体に改訂

作字をし、全体の止めはねなどの調子をオリジナルの

ものと同一になるよう調子を整えることをデザインワーク

に要請した、こうして数次の改訂を経て着地したのが

図３である。 

現在、世の中は様々な価値を見いだすさいに、ナラ

ティブ（物語性）要素を要請している。本ロゴタイプはま

さしく、いたずらに新しい創作をするのではなく、歴史

や伝統に敬意を払いながらデザインするものになって

おり、今後使用するにあたってもナラティブを体現しつ

つ語れるものになった。 

 

５５．．カカララーーのの設設定定  

ロゴマークについては、白色・黒色の２種類をカラー

として設定し、モノクロ印刷においても視認しやすいも

のとした。 

背景色の基本カラーにおいては、望遠鏡がシンボ

ルマークに設定されたため、宇宙・地球をイメージする

「青色」、特別感を演出する「金色」など複数のカラー

が候補に挙がった。最終的に、当館の展示テーマ「宇

宙とエネルギー」に関連して、星の煌きとエネルギーの

代表として電気をイメージさせる「黄色」を基本カラーと

することとなった。また、黄色にも「レモン色」「菜の花

色」「ひまわり色」など様々なバリエーションがあり、ロゴ

マークとの相性をシミュレーションした結果、「DIC57・

C0／M10／Y85／K0」の黄色を背景色の基本カラー

に設定した。 

また、設定にあたっては、館内サイン（壁面デザイ

ン）、名刺や名札、ポスターやチラシなどの広報ツー

ル、パソコンやデジタルサイネージなどの画面表示など

で同じトーンで使用できる必要があり、決定にあたって

は、印刷用紙や手法によって色のイメージが大きく変

わらないことも重要な要素であった。 

 

６６．．ロロゴゴママーーククののパパタターーンン設設定定  

公式・広報ツールなどオフィシャルな場面では、原

則として基本形のシンボルマークを使用することとし、

新しくなったロゴマークの浸透に努めている。 

一方、ミュージアムショップのグッズ展開などにおい

ては、様々な動きのあるシンボルマークも使用すること

で、多様なグッズ展開を可能にしている。 

また、使用においては、シンボルマーク、ロゴタイプ

それぞれの単体利用も可能とし、汎用的なものとした。 
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図５．シンボルマークの「展開形」  

 

 

図６．ロゴタイプの単体使用例  

 

なお、シンボルマーク、ロゴタイプの組み合わせの展

開においては、複数パターンを比較検討し、最終案と

した。 

 

図７．展開パターンの検討例  

視認のしやすさから、最終的に左のロゴマークを

採用した。 

  

７７．．VVII ママニニュュアアルルのの作作成成  

ロゴマークを一貫して使用するため、ロゴマークの設

定 と合わせて 「 大阪市立科学館 Visual Identity 

manual」  [2]を作成し、ロゴマーク使用時の余白や使

用禁止例などを定めた。 

 
図８．VI マニュアル 使用禁止例のページ 

大阪市立科学館 Visual Identity manual（2023）より 

８８．．公公式式・・広広報報ツツーールルへへのの展展開開   

公式・広報ツールにおいては、基本カラーと基本形

ロゴマークの使用を原則とし、あわせてフォントも設定

することで、ツールの一体感をもたせ、視覚的に統一さ

れたイメージの普及に努めている。 

 

８-１．フォントの設定  

８-１-１．外部制作用フォント 

リーフレットや封筒など主に外部に制作を委託する

ツールについては、展示場で使用されているフォントか

ら選定し、楽しい雰囲気を醸し出した。 

ひらがな、カタカナ、漢字は「A1 ゴシック Std B」「こ

ぶりなゴシック Std W6」「こぶりなゴシック Std W3」、ア

ルファベット、数字は「URW DIN」を原則としている。 

 

８-１-２．館内制作用推奨フォント 

名刺、名札、プレスリリースなど、適宜館内で制作す

る必要のあるツールについては、職員の使用しやすさ

も考慮し、外部制作用フォントと雰囲気が近い Google

フォントから、ひらがな、カタカナ、漢字は「Noto Sans 

JP」、アルファベット、数字は「Roboto」を推奨フォントと

した。 

 

図９．館内制作用  推奨フォント「Roboto」  

大阪市立科学館 Visual Identity manual（2023）より 

 

８-２．公式・広報ツールへの展開事例（一部）  

公式・広報ツールの一例を以下に示す。 

 

８-２-１．名札  

科学館の職員、ボランティアなど科学館スタッフとゲ

スト（来客者）の ID として名札を統一デザインで制作し

た。基本カラーの黄色の配色バランスを変えることで、

科学館スタッフか来客者かを視認しやすくした。  

 また、名前（日本語と英語）と肩書のサイズと配置な

どミリ単位で調整を行った。 
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図 10．名札 

大阪市立科学館 Visual Identity manual（2023）より 

 

８-２-２．名刺 

これまで名刺のデザインは各自に委ねられていたが、

フォーマットを制作することで、統一のとれたデザインで

制作できるようにした。 

なお、裏面のロゴマークのＣ（望遠鏡に見立てるとレ

ンズ）の部分においては、個人の専門分野に関するも

のやおすすめ展示の写真を入れるなど、個性を発揮

できるスぺ―スとして活用でき、名刺交換の際の会話

のきっかけにもなっている。 

 

 

図 11．名札のフォーマット 

 

 

 

８-２-３．総合案内リーフレット／Ａ４、巻き３つ折り 

 基本カラーとロゴマークを使用したデザインに一新し

た。黄色地に印刷されるため、文字情報にも配慮し、

情報を選定することで、文字を大きく、太くし、地図は

シンプルなデザインに見直すことで、可読性を高めた。 

 また、情報が多いフロアマップ部分は白地とした。日

本語、英語版は表紙の上部に色違いのラインを入れ

ることで管理しやすさも考慮した。 

 

  
図 12．総合案内リーフレット 折りたたみ時 

（左）日本語版、（右）英語版 

 

図 13．総合案内リーフレット（表面） 

 

 
図 14．総合案内リーフレット（中面） 
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８-２-４．ポスター 

 

図 15．リニューアルオープンポスター 

シンボルマークの特徴を活かし、さまざまな写真と

組み合わせることで展示場の楽しさを演出した 

 

８-２-５．広報物 

館名部分にロゴマークを使用している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16．広報誌「月刊うちゅう」 

 

 

図 17．イベント情報チラシ「科学館だより」 

８-２-６．角２封筒、長３封筒／レターヘッド 

大阪市立科学館からのお知らせであることが一目で

分かるように、ロゴマークと基本カラーのデザインとした。

インパクトを狙い、全面黄色を使用する案もあったが、

印刷コストの観点から、ワンポイントとした。 

 

図 18．長３封筒 

 

 

図 19．レターヘッド 

 

８-２-７．公式ホームページ 

 ページ上部にロゴマークと基本カラーを配し、どのペ

ージからも当館公式ホームページであることを分かりや

すくした。 

 

図 20．公式ホームページ（ヘッダー部分） 
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８-２-４．ポスター 
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８-２-８．シンボルサイン 

 

写真１．屋外館名サイン 

 

館内外のシンボルサインにおいて、ロゴマークを統一

的に用いた。なお、詳細については、本報告 139 ペー

ジからの「大阪市立科学館におけるサインの検討、設

置について」を参照されたい。 

  

９９．．オオリリジジナナルルググッッズズへへのの展展開開  

当館ミュージアムショップのオリジナルグッズにも新し

いロゴマークを使用し、その普及に活かしている。 

オリジナルグッズへの展開を想定してロゴマークの設

定段階で変容性を持たせて、見方によっては生き物に

も見える動性があるデザインを要望として出していた。    

シンボルマークの基本形のみならず、「展開形」の

活用やカラーバリエーションも許容することで、さまざま

なグッズへ展開が可能になった。 

また、当館ではオリジナルグッズのデザインを科学館

職員が手掛けることも多く、当館オリジナルグッズであ

ることをあらわす館名部分にロゴマークを使用している。 

 

９-１．オリジナルグッズへの展開事例（一部） 

当館ミュージアムショップのオリジナルグッズの一例

を以下に示す。 

 

９-１-１．シンボルマーク（展開形）の活用例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２．.トートバッグ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３．マスキングテープ 

シンボルマーク（展開形）をランダムに配置し、 

動きのあるかわいらしいデザインに仕上げた。 

 

９-１-２．シンボルマーク（基本形）の活用例 

   

   

図 21．ラバーキーホルダー 

（上から）黄、青、ピンク 

ロゴマークの O の部分を円形からはみ出させるこ

とで、特徴的なロゴマークの形を活かしたデザイン

とした。  

 

写真４．.ハンカチ 
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刺繍の糸の太さなどを考慮しながら、ロゴマークの

形を活かし、望遠鏡で月を眺めているようなデザ

インに仕上げた。 

 

（表） 

（裏） 

写真５．星座早見盤 

シンボルマークが夜空を眺めているイメージでデ

ザインした。 

 

９-１-３．オリジナルグッズの館名にロゴマークを使用

した例 

 

 

       図 22．ぱたぱた付箋（展開図）  

折りたたんだ裏面にロゴマークがシンプルに配置

されるデザインにした。 

 

1100．．おおわわりりにに  

 以上、本稿では、2024(令和６)年の当館リニュ

ーアルに伴い行った VI（ヴィジュアル・アイデンテ

ィティ）設定と、その展開について述べた。 

その後、ロゴマークや基本カラーなどを使用に

あたって、対面での名刺のやりとりなどでは注目さ

れるシーンが以前に比べ増え、またロゴマークを

通じて、館のあり方などのコミュニケーションをとる

機会が増えている。これは狙いどおりであるといえ

る。 

 ただ、市民への浸透はまだこれからであり、あの

マークをみたら大阪市立科学館となるためには、

使用するスタッフが代替わりしていっても、当初の

意味を継承、発展させていく必要がある、そのた

めにも VI マニュアルをしばしば参照し、意味がぶ

れないようにする必要があり、館の関係者や広報

にいつでも参照、利用できる状況を継続しなけれ

ばならない。本稿もその一助となればと考える。 
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